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牡羊座
3/21〜4/19

【全体運】遊びに行くのに良いときです。時間をやり繰りして余暇を多めにつくると楽しめます。効率もアップして一石二鳥
【健康運】目の健康に気を使って。歯磨きも丁寧に　　【幸運の食べ物】新ジャガイモ

　
三
月
十
一
日
、
高
松
紋
平
柿
生
産
組

合
は
か
ほ
く
市
大
海
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
「
令
和
八
年
高
松
紋
平
柿
生
産
組
合

総
代
会
」
を
開
催
し
、
総
代
数
十
八
名

の
う
ち
十
一
名
が
本
人
出
席
、
五
名
が

委
任
状
出
席
し
ま
し
た
。

　
油
野
和
一
郎
か
ほ
く
市
長
、
金
子
健

太
郎
石
川
県
議
会
議
員
、
小
浦
場
卓
津

幡
農
林
事
務
所
長
、
村
井
一
宏
当
Ｊ
Ａ

代
表
理
事
専
務
が
来
賓
。
油
野
市
長
は

「
昨
年
は
ス
マ
ー
ト
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
導

入
し
た
こ
と
で
、
長
い
期
間
消
費
者
に

紋
平
柿
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

市
の
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
品
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
は
今
後
も

産
地
を
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
総
代
会
で
は
、
池
田
昌
健
同
生
産
組

合
長
が
議
長
を
務
め
、
令
和
七
年
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
な
ど

二
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
会
後
に
は
、
県
央
農
林
総
合
事

務
所
職
員
が
令
和
八
年
度
の
防
除
暦
を

説
明
。
高
温
に
よ
り
近
年
増
加
傾
向
に

あ
る
炭
そ
病
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
、

薬
剤
の
散
布
時
期
を
少
し
ず
つ
遅
ら
せ
、

防
除
期
間
を
例
年
よ
り
長
く
保
つ
よ
う

呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

「

議案を審議する総代

高
松
紋
平
柿
生
産
組
合

松
紋
平
柿
生
産
組
合

総
代
会
開
催

総
代
会
開
催

　
三
月
十
八
日
、
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く
白

ね
ぎ
部
会
は
当
Ｊ
Ａ
分
店
会
議
室
に
て

「
令
和
七
年
度
通
常
総
会
」を
開
催
し
、

生
産
者
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
津
田
芳
彦
同
部
会
長
が
議
長
を
務
め
、

令
和
七
年
事
業
報
告
、
収
支
決
算
承
認

の
件
な
ど
四
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
営
農
職
員
か
ら
は
、

令
和
七
年
度
の
集
荷
・
販
売

状
況
に
つ
い
て
報
告
。
市
場

出
荷
量
は
除
草
対
策
の
徹
底

に
よ
り
、
前
年
比
二
百
三
十

％
の
六
ト
ン
超
え
と
な
り
ま

し
た
。
市
場
平
均
単
価
は
、

県
内
外
と
も
に
物
流
量
が
増

加
し
た
上
、
軟
白
不
足
に
よ

る
優
品
中
心
の
出
荷
と
な
っ

た
た
め
、
前
年
比
八
十
二・四

％
の
キ
ロ
三
百
九
十
八
円
と

目
標
の
キ
ロ
四
百
円
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
八
年
度
に
向
け
て
は
、

県
央
農
林
総
合
事
務
所
職
員

が
栽
培
指
針
を
説
明
。
近
年

の
高
温
を
踏
ま
え
、
七
月
初

旬
か
ら
九
月
初
旬
ま
で
の
期

間
は
株
を
弱
ら
せ
な
い
た
め

に
、
で
き
る
だ
け
ネ
ギ
に
触
れ
な
い
よ

う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
生
産
者
か
ら
は

「
株
間
に
生
え
た
雑
草
は
処
理
が
必
要

か
」
な
ど
質
問
が
飛
び
交
い
、
品
質
向

上
へ
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
ま
し
た
。

J
Ａ
石
川
か
ほ
く
白
ね
ぎ
部
会

Ａ
石
川
か
ほ
く
白
ね
ぎ
部
会

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

議案資料を読み込む生産者



3

の
運勢
5月 牡牛座

4/20〜5/20

【全体運】上昇気流に乗っています。前向きな気持ちでいろいろなことに挑戦を。面白い収穫があるはず。買い物が吉
【健康運】朝の散歩がお勧め。ゆっくり深呼吸するのも◎　　【幸運の食べ物】ウメ

　
三
月
十
八
日
、
石
川

か
ほ
く
長
い
も
部
会
は

当
Ｊ
Ａ
宇
ノ
気
支
店
会

議
室
に
て
「
令
和
七
年

度
通
常
総
会
」
を
開
催

し
、
生
産
者
十
八
名
の

う
ち
十
四
名
が
本
人
出

席
、
三
名
が
委
任
状
出

席
し
ま
し
た
。

　
圓
山
博
彦
同
部
会
長

が
議
長
を
務
め
、
令
和

七
年
度
活
動
報
告
並
び

に
収
支
決
算
報
告
の
件

な
ど
三
件
の
議
案
が
審

議
さ
れ
、
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
央
農
林
総
合
事
務

所
職
員
か
ら
は
令
和
七
年
度
の
生
育
概

要
と
し
て
、
六
月
下
旬
か
ら
八
月
初
旬

ま
で
の
期
間
は
降
水
量
が
少
な
く
、
圃

場
の
か
ん
水
対
策
が
必
要
に
な
っ
た
も

の
の
、
八
月
上
旬
に
一
気
に
増
え
た
こ

と
で
、
一
部
の
圃
場
で
炭
そ
病
が
発
生

し
た
と
報
告
し
ま
し
た
。
令
和
八
年
度

の
栽
培
指
針
で
は
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
対
策

と
し
て
幼
虫
に
特
化
し
た
新
た
な
薬
剤

を
紹
介
。
生
産
者
か
ら
は
「
撒
く
タ
イ

ミ
ン
グ
は
い
つ
が
い
い
の
か
」「
他
の

薬
剤
に
比
べ
て
価
格
は
ど
う
か
」
な
ど

質
問
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
八
年
度
は
長
い
も
「
ね

ば
り
っ
こ
」
の
産
地
で
も
あ
る
鳥
取
県

へ
の
視
察
研
修
を
予
定
。
圓
山
部
会
長

は
「
同
じ
砂
丘
地
で
か
ほ
く
市
と
生
育

環
境
が
似
て
い
る
。
産
地
の
取
り
組
み

や
技
術
を
参
考
に
し
て
、
よ
り
良
い
砂

丘
長
い
も
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
生
産
者
ら
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
三
月
十
日
、
当
Ｊ
Ａ
は
津
幡
町
文
化

会
館
シ
グ
ナ
ス
で
「
農
業
の
可
能
性
を

考
え
て
」
を
テ
ー
マ
に
令
和
七
年
度
地

域
農
業
推
進
大
会
を
開
催
し
、
認
定
農

業
者
や
集
落
営
農
組
織
な
ど
関
係
者
ら

約
二
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
と
農
業
」

と
題
し
、
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
Ｐ
Ｆ
Ｕ
ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
ツ
石
川
か
ほ

く
」
の
コ
ー
チ
を
務
め
た
石
川
県
議
会

議
員
の
金
子
健
太
郎
氏
が
登
壇
。
同
チ

ー
ム
が
行
っ
た
特
産
「
高

松
ぶ
ど
う
」
を
活
用
し
た

ワ
イ
ン
事
業
や
、
内
灘
町

宮
坂
の
復
興
田
で
の
米
づ

く
り
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
に
欠
か
せ
な
い
「
食
」

を
生
み
出
す
現
場
を
肌
で

感
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
と
農
業

の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
生

か
し
て
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
話
し

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
か
ら
は
、「
令

和
の
米
騒
動
」
が
起
き
た

要
因
や
今
後
の
米
価
の
動

向
を
説
明
。
令
和
七
年
は

適
正
よ
り
少
な
い
民
間
在

庫
量
だ
っ
た
た
め
米
価
の
高
騰
が
起
き

た
も
の
の
、
今
後
は
適
正
よ
り
も
多
く

な
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
米
価
が
急

落
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
令
和
八
年
度
の
助

成
金
や
農
作
業
委
託
な
ど
の
支
援
に
つ

い
て
説
明
。
散
布
奨
励
の
対
象
と
な
る

土
づ
く
り
肥
料
を
増
や
す
な
ど
、
農
業

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

農
業
の
可
能
性
を
考
え
て

業
の
可
能
性
を
考
え
て

地
域
農
業
推
進
大
会

地
域
農
業
推
進
大
会

品質向上へ一丸となる生産者

金子氏の講演を聞く参加者

石
川
か
ほ
く
長
い
も
部
会

川
か
ほ
く
長
い
も
部
会

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催



の
運勢
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双子座
5/21〜6/21

【全体運】一歩先を見て行動を。現状にとらわれ過ぎないのが成功のポイントです。おしゃれに気を使うと運気が上昇します
【健康運】おしゃべりでストレス発散。友人とのスポーツも◎　　【幸運の食べ物】ソラマメ

　

三
月
二
十
二
日
、「
禁
酒
村
」
で
知

ら
れ
る
津
幡
町
河
合
谷
地
区
で
禁
酒
運

動
百
年
を
記
念
し
た
日
本
酒
「
河
愛
の

里　
禁
酒
村
」
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し

た
。

　
河
合
谷
地
区
で
は
、
大
正
時
代
に
小

学
校
の
改
築
費
を
捻
出
す
る
た
め
、
村

人
が
禁
酒
し
て
貯
金
し
ま
し
た
。
禁
酒

運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
百
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
、
河
合
谷
ふ
る
さ
と
づ
く
り

協
議
会
、
同
地
区
振
興
会
が
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
よ
う
と
日
本

酒
づ
く
り
を
企
画
。
昨
年

約
四
十
ア
ー
ル
で
酒
米

「
五
百
万
石
」
を
栽
培
し
、

「
久
世
酒
造
店
」
が
純
米

吟
醸
に
仕
込
み
ま
し
た
。

　
河
合
谷
小
学
校
跡
地
に

あ
る
「
河
愛
の
里
キ
ン
シ

ュ
ー
レ
」
で
御
酒
誕
生

祭
が
開
か
れ
、
田
野
原
均

同
地
区
振
興
会
長
が
酒
づ

く
り
の
経
緯
や
酒
の
名
称

を
発
表
。
矢
田
富
郎
町
長

ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
鏡
開

き
を
行
い
ま
し
た
。
乾
杯

後
、
地
元
住
民
ら
は
酒
を

味
わ
い
、
村
の
“
新
し
い

誇
り
”
の
誕
生
を
喜
び
ま
し
た
。

　
田
野
原
会
長
は
「
百
年
前
も
百
年
後

も
、
地
域
活
性
化
へ
の
思
い
は
一
緒
。

“
酒
づ
く
り
”
が
“
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
”

に
つ
な
が
れ
ば
嬉
し
い
」
と
期
待
を
膨

ら
ま
せ
ま
し
た
。

　
「
河
愛
の
里　
禁
酒
村
」
は
七
百
二
十

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
二
千
五
百
円
（
税

込
）。
今
年
は
四
合
瓶
五
百
五
十
本
が

醸
造
さ
れ
、
河
愛
の
里
キ
ン
シ
ュ
ー
レ

や
久
世
酒
造
店
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
三
月
三
十
日
、「
高
松
ぶ
ど
う
新
芽

の
会
」
は
か
ほ
く
市
の
山
森
政
周
さ
ん

の
圃
場
に
て
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
適
期

の
目
合
わ
せ
会
を
開
催
し
、
生
産
者
・

関
係
者
ら
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
央
農
林
総
合
事
務
所
職
員
か
ら

は
、
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
気
温
が
平

年
よ
り
高
く
な
る

と
い
う
予
報
を
踏

ま
え
、
ジ
ベ
レ
リ

ン
処
理
等
の
今
後

の
管
理
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
近
年
、
ジ
ベ
レ

リ
ン
処
理
の
際
に

高
温
障
害
が
発
生

し
や
す
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
今
後

の
天
候
を
見
て
処

理
時
期
の
調
整
を

行
う
こ
と
や
、
乾

燥
時
に
は
処
理
前

に
か
ん
水
を
行
う

な
ど
の
対
策
を
す

る
よ
う
呼
び
か
け

が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
高

松
ぶ
ど
う
の
特
徴
で
あ
る
大
粒
で
大
房

の
ぶ
ど
う
を
生
産
す
る
た
め
に
、
粒
が

大
き
く
な
る
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
房
づ
く

り
を
目
指
し
、
ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
適
期

の
判
断
の
目
安
と
な
る
展
葉
枚
数
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

禁

高

酒
村
酒
村  

日
本
酒
完
成

日
本
酒
完
成

松
ぶ
ど
う
新
芽
の
会

松
ぶ
ど
う
新
芽
の
会

ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
目
合
わ
せ
会

ジ
ベ
レ
リ
ン
処
理
目
合
わ
せ
会

関係者らによって行われた鏡開き

ジベレリン処理の適期を見比べる生産者
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の
運勢
5月 蟹　座

6/22〜7/22

【全体運】会話の中から新たなプランが生まれてきそう。できるだけたくさんの人と触れ合うよう心がけて。趣味の集まりが吉
【健康運】運動不足に注意。ダンスなどで楽しく体を動かして　　【幸運の食べ物】コゴミ

　
三
月
五
日
、
当
Ｊ
Ａ
女
性
理
事
三
名

は
か
ほ
く
市
気
屋
の
農
事
組
合
法
人
高

峰
フ
ァ
ー
ム
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
女
性
理
事
は
、
令
和
七
年
六
月
の
役

員
改
選
に
よ
り
理
事
に
就
任
。
今
後
の

女
性
参
画
の
形
を
探
る
た
め
、
女
性
生

産
者
が
活
躍
す
る
同
組
合
法
人
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
同
日
は
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
フ

リ
ー
ジ
ア
「
エ
ア
リ
ー
フ

ロ
ー
ラ
」
の
ハ
ウ
ス
や
選

別
作
業
を
見
学
。
女
性
生

産
者
や
種
本
博
同
組
合
法

人
相
談
役
か
ら
、
生
育
状

況
や
選
別
方
法
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
選

別
時
の
労
働
時
間
短
縮
や

作
業
軽
減
に
つ
な
げ
る
た

め
、
女
性
生
産
者
が
規
格

表
の
製
作
や
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
を
作
業
台
に
す
る

こ
と
を
発
案
し
、“
今
あ

る
も
の
”
を
活
用
し
た
工

夫
を
施
し
て
い
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
村
本
照
美
さ

ん
は
「
女
性
は
家
事
な
ど

が
あ
る
の
で
、
農
作
業
は

個
々
で
は
な
く
み
ん
な
で

協
力
し
て
い
る
。
法
人
の
仲
間
や
近
所

の
方
と
会
話
す
る
こ
と
も
楽
し
く
、
活

気
や
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
女
性
理
事
は
今
後
、
組
合
員
や
女
性

の
意
見
を
聞
き
取
り
、
地
域
・
Ｊ
Ａ
活

動
に
反
映
さ
せ
る
取
り
組
み
を
模
索
。

管
内
だ
け
で
な
く
管
外
で
の
視
察
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
四
月
一
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
令
和
八

年
度
入
組
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に

五
名
の
新
入
職
員
が
加
わ
り
ま
し

た
。

　
西
川
一
郎
代
表
理
事
組
合
長
は

「
地
域
の
未
来
を
支
え
て
い
く
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
新
し
い

力
が
必
要
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は

聞
い
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し

続
け
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

　

新
入
職
員
代
表
の
挨
拶
と
し

て
、
津
幡
支
店
の
北
本
梨
乃
さ
ん

が
「
こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

び
経
験
し
、
一
日
で
も
早
く
地
域

農
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
表

明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
八
年
度
定
期

人
事
異
動
の
発
令
式
が
あ
り
、

五
十
四
名
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
辞
令
を
受
け
取
っ
た
職
員

は
新
し
い
体
制
の
も
と
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
に
向
け
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
気
持
ち
を
引
き
締
め

て
業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

女

令

性
参
画
推
進
に
向
け

性
参
画
推
進
に
向
け

女
性
理
事
視
察

女
性
理
事
視
察

和
八
年
度

和
八
年
度  

入
組
式
・
辞
令
交
付
式

入
組
式
・
辞
令
交
付
式

手製の規格表の説明を受ける女性理事

辞令を受け取る当 JA職員 決意表明を行う新入職員代表
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運勢
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6

獅子座
7/23〜8/22

【全体運】頭の痛い問題も起こりそうですが向き合って。逃げない姿勢が好展開をもたらします。動く前に情報収集を
【健康運】持久力アップの運動がお勧め。シェイプアップも◎　　【幸運の食べ物】ニンニク

　
令
和
八
年
産
水
稲
の
出
芽
・
硬
化
苗

の
出
荷
が
、
四
月
一
日
か
ら
当
Ｊ
Ａ
西

部
・
東
部
・
北
部
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
始

ま
り
ま
し
た
。

　
健
苗
づ
く
り
の
た
め
、
育
苗
セ
ン
タ

ー
で
は
温
度
・
発
芽
状
況
の
管
理
を
徹

底
。
積
み
込
み
作
業
で
は
ト
ラ
ッ
ク
の

最
大
積
載
量
に
注
意
し
、
運
搬
時
の
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
た
。
初
日
の
出
荷

数
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
そ
の
他
の
品
種

合
わ
せ
て
約
二
万
六
千
箱
と
な
り
ま
し

た
。

　
五
月
初
旬
ま
で
に
合
計
十
八
万
八
千

箱
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

安全に積み込みを行う作業員

か
ほ
く
米
作
り
ス
タ
ー
ト

ほ
く
米
作
り
ス
タ
ー
ト

育苗箱回収のご案内
回収場所 対象地域 回収日時 連絡先

西部育苗センター 津幡・井上・英田地区
内灘・中条地区

５月８日（金）・９日（土）
午前９時～午後３時

営農販売課
076 ‒ 288 ‒ 7555東部育苗センター 津幡東支店管内 ５月22日（金）・23日（土）

午前９時～午後３時

北部育苗センター かほく市全域 ５月15日（金）・16日（土）
午前９時～午後３時

注意事項
・箱は水洗いし、砂や根を除去して日陰で乾かす。
・品種別の色粉を十分に洗い流す。（箱横に付着）
・10箱ずつ同じ向きに揃え、箱がずれないようポリ紐等でしっかり縛る。
・ 苗箱の種類別、破損した箱は別に梱包する。

　
三
月
十
二
日
、
歌
手
の
三
輪
一
雄
さ

ん
が
矢
田
富
郎
津
幡
町
長
の
も
と
を
訪

れ
、
二
月
二
十
二
日
に
開
催
し
た
当
Ｊ

Ａ
主
催
の
「
能
登
半
島
地
震
災
害
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
で
募
っ
た
義

援
金
を
渡
し
ま
し
た
。

　
三
輪
さ
ん
は
「
東
日
本
大
震
災
の
こ

ろ
か
ら
十
回
以
上
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ

ー
を
開
催
し
て
い
る
。
今
後
も
被
災
者

支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
義
援
金
は
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
か
ほ
く

市
、
内
灘
町
に
も
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

矢田富郎津幡町長（中央）へ義援金を届けた三輪一雄さん（右）
と西川一郎当 JA代表理事組合長（左）

三
輪
一
雄
さ
ん

輪
一
雄
さ
ん

義
援
金
を
寄
付

義
援
金
を
寄
付

回収日時の都合が悪い場合は、営農販売課までご連絡下さい。
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の
運勢
5月 乙女座

8/23〜9/22

【全体運】好調運。セミナー参加や旅行など見聞が広がる行動にツキがあります。注目を浴びるので周囲の目も意識して
【健康運】血行を良くして凝りやむくみを遠ざけましょう　　【幸運の食べ物】新ゴボウ

　
私
は
九
十
歳
を
超
え
て
、
体
に
痛
い

所
も
な
く
、
自
分
で
ど
こ
で
も
行
け
る

の
で
、
毎
日
自
由
気
ま
ま
に
生
活
で
き

て
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
に
ぎ
や
か
な
大
家
族

の
中
で
生
き
て
き
ま
し
た
。
お
姑
さ
ん

は
嫁
い
び
り
も
な
く
、
と
て
も
優
し
く

私
を
大
事
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
主
人

は
早
く
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
寂
し
さ
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て

二
人
で
支
え
合
え
た
と
思
い
ま
す
。
お

姑
さ
ん
が
家
の
事
や
子
供
達
を
み
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
仕
事
も
長
く
勤
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
百
六
歳
に
な
る

ま
で
一
緒
に
過
ご
し
、
最
期
ま
で
看
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
少
し
は

恩
返
し
が
で
き
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
後
は
実
姉
の
近
く
で
生
活
を
し

た
か
っ
た
の
で
、
県
外
か
ら
津
幡
町
へ

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
趣
味
で
大
正

琴
を
習
い
、
す
ぐ
に
気
の
合
う
お
友
達

が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
お
友
達
を

大
勢
招
い
て
、
何
度
も
自
宅
で
お
茶
会

や
お
食
事
会
を
開
い
た
こ
と
を
思
い
出

す
と
、
楽
し
か
っ
た
記
憶
が
よ
み
が
え

っ
て
思
わ
ず
笑
っ
ち
ゃ
う
し
、
心
が
明

る
く
な
り
気
持
ち
も
若
返
り
ま
す
。
歳

月
を
重
ね
る
た
び
に
旧
友
も
足
が
悪
く

な
り
、
集
ま
る
機
会
も
無
く
な
っ
て
し

ま
い
寂
し
い
で
す
。

　
で
も
、
最
近
私
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ

行
く
よ
う
に
な
り
、
お
風
呂
に
入
っ
て
、

美
味
し
い
食
事
を
み
ん
な
で
食
べ
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
元
気

に
暮
ら
し
た
い
で
す
。

�

ほ
の
ぼ
の
ヘ
ル
プ
利
用
者

元気いっぱい！

　　ほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービスほのぼのデイサービス新着情報

春に向けて
　3月 3日、ほのぼのデイサービスではひな人形
を飾り、昼食前に「うれしいひなまつり」を全員で
合唱し、ちらし寿司を召し上がっていただきました。
　利用者は「ここに来れば、みんなで食べることが
できるので嬉しい」「味付けも良くて美味しかった
わ」と話が弾んでいました。
　また、3月 11日にはボランティアグループ「津
幡民謡会」の方々に来ていただきました。「花笠音頭」
が始まると、利用者は太鼓や三味線のリズムにのり、
歌や踊りに合わせた手拍子と掛け声で盛り上がりま
した。「浪花節だよ人生は」「こきりこ節」では、利
用者みんなが手拍子をしながら歌ったりと楽しいひ
と時を過ごしました。
　演奏会が終わると、利用者は「知っている民謡も
聞けてすごくよかった」「みんな上手だったからま
た聞きたいわ」「大きい声で歌ってすっきりした」
と晴れやかな表情で、気分転換にもなったようです。

　ほのぼのデイサービスでは、外出や活動量が減っ
てしまう冬の間も、季節に合わせたイベントや運動
を取り入れています。利用者はデイサービスでの活
動を通して、免疫力を保ちながら全身の筋力低下を
防ぎ、元気に春を迎えることができました。
　日々の積み重ねが、心と体の健康につながってい
ることを改めて実感することができました。
　これからも心身ともに元気になるイベントを企画
し、一人ひとりの生活がより充実するよう支援して
いきます。　� ほのぼのデイサービススタッフ一同

歌と踊りに合わせて手拍子する利用者



慎重に米を盛る来場者

力いっぱい杵を
ふるう松井部会長

　展示会場では 7 日、新型農機や新車・中
古車等を販売しました。受付横では、コシ
ヒカリ「里山のこしひかり　ほくの里」の盛
り放題を開催。主婦や家族連れを中心とし
た来場者が集まり、30秒間で5合枡の中に
どれだけ米を盛れるかに挑戦。米がこぼれ
落ちないよう慎重に枡へ盛り、計量に期待
を膨らませていました。

　ＪＡグリーンかほくでは両日、「感謝祭」を開催しました。
　7日には、当 JAイメージキャラクター「ほくの里」が駆けつけ、来店者との交流で日頃の感
謝を伝えました。恒例のそくさいかん女性部による手作り惣菜とめった汁の販売には多くの来店
者が訪れ、「いつも美味しいので楽しみにしていたよ」「味噌が美味しいね」と女性部員と会話
を弾ませました。
　8日には、産直会員による
つきたて餅のふるまいを実
施。今年新たにそくさいかん
産直部会長になった松井秀憲
さんが杵をふるうたびに、来
店者から“ヨイショ”と歓声が
あがり、ふるまい終了まで行
列が途切れないほどの盛況
ぶりでした。

　8日には、当ＪＡ分店で「第6回JAグリーンかほくこ
ども絵画コンクール」の表彰式を開催しました。
　西川一郎当 JA 代表理事組合長は「どの作品も収穫
の喜びが表現されている。これからも農業に目を向け、
米や野菜をたくさん食べて大きくなってほしい」と話し、
入選者に賞状と「ほくの里パックごはん」などの景品
を授与しました。
　入選作品は14ページをご覧ください。入選者の皆さま

春の展示会・感謝祭春の展示会・感謝祭 7日・8日
３月

ほくの里と交流する子どもたち

ご来場ありがとうございました。ご来場ありがとうございました。

の
運勢
5月

8

【全体運】後回しになっていたことを一気に片付けてしまいましょう。心配事をなくせば運気がアップ ! 旅行は遠出がお勧め
【健康運】すり傷やかぶれに気を付けて。虫よけ対策を　　【幸運の食べ物】キクラゲ

天秤座
9/23〜10/23



9

の
運勢
5月 【全体運】気になることが多く右往左往しがち。落ち着いて効率良く動くよう心がけましょう。人の手を借りることも考えて

【健康運】サプリや薬は飲み過ぎないように。用法・用量が大事　　【幸運の食べ物】ルッコラ
蠍　座
10/24〜11/22

４月より５名の新規採用職員が加わりました。
配属された部署で精一杯頑張りますので、皆様よろしくお願いいたします。

❶出身地　❷趣味・特技　❸自分自慢　❹JA職員としての抱負　❺好きな言葉

新規採用新規採用
令和８年度令和８年度

職員紹介職員紹介

❶津幡町
❷音楽鑑賞
❸何事にも最後まで諦めずに取り組む
ことができるところです。
❹地域の方々に寄り添い支えられるよ
うに一生懸命仕事に取り組みたいで
す。
❺『挑戦』　何事にも挑戦し、失敗や
経験を通して成長していきたいから
です。

松ま
つ

本も
と 

聖せ

菜な

宇
ノ
気
支
店 

所
属

❶内灘町
❷カフェ巡り、音楽鑑賞
❸他者への気遣いが得意なところと、
毎日笑顔なところです。
❹業務を覚え、組合員の方や地域の方々
に寄り添いながら、安心して暮らせ
る地域づくり、地域農業の発展に貢
献していきたいです。
❺『感謝』　感謝の気持ち・言葉で人
とのつながりのありがたさを実感で
き、人が笑顔になれる魔法の言葉だ
からです。

北き
た

本も
と 

梨り

乃の

津
幡
支
店 

所
属

❶津幡町
❷絵を描くこと、音楽を聞くこと
❸話すことが好きなので誰に対しても
あまり緊張せずに会話することがで
きます。
❹地域に貢献できるように何事にもチ
ャレンジして全力でがんばりたいと
思います。
❺『笑顔』　笑顔でいれるときが楽し
いときなので、ずっと笑顔でいたい
からです。

松ま
つ

田だ 

梨り
ん

花か

宇
ノ
気
支
店 

所
属

❶津幡町
❷映画鑑賞、音楽鑑賞、食べること、寝ること
❸よく笑い、たくさん人と話すことがで
きます。また、負けず嫌いなところです。

❹社会人として、JAの職員として不
安なことは多いですが、なんでも最
後までやりとげ、地域貢献していき
たいと思います。
❺『感謝』　自分はひとりではなく、
常に周りの人に支えてもらっている
ことを胸に、これからも多くの人に
感謝の気持ちを持ちたいです。

長な
が

坂さ
か 

紗さ

弥や

津
幡
支
店 

所
属

❶津幡町
❷野球、スポーツ
❸何事にも真剣に取り組んで最後まで
やり切るところです。
❹分からないことが多くあると思いま
すが、自分から積極的に行動してい
きたいです。
❺『努力』　努力すれば絶対に力がつ
くし、努力した分だけ力がつくから
です。

塚つ
か

本も
と 

輝き

大ら

営
農
部
営
農
販
売
課 

所
属



の
運勢
5月

10

射手座
11/23〜12/21

【全体運】先を急がず腰を据えて。安全策で回り道した方が早くゴールできます。丁寧な作業は好感度も上げてくれます
【健康運】筋力アップなど少しハードなトレーニングもOK　　【幸運の食べ物】ニラ

監
査
室

室
長
（
嘱
託
）�
松　
本　
　
　
悟

課
長�

酒　
井　
博　
久

主
任�

上　
野　
　
　
真

総
務
部

部
長�

木　
村　
昭　
博

部
次
長
（
総
務
課
長
兼
任
）

�

○
中　
川　
良　
美

■
総
務
課

係
長�

長　
　
　
伸　
也

主
任�

○
松　
井　
博　
暉

�

服　
部　
菜　
南

�

今　
村　
さ
く
ら

�

北　
浦　
愛　
佳

�

中　
村　
日　
南

（
嘱
託
）�

津　
田　
明　
彦

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
室

室
長
（
部
長
待
遇
）

�

〇
山　
本　
　
　
徹

（
臨
時
）�

〇
大　
多　
幸　
江

■
福
祉
課

課
長�

石　
塚　
　
　
満

課
長
補
佐　
　
　
東　
　
　
知
恵
美

主
任�

小　
川　
和　
子

主
任�

岩　
本　
大　
輝

主
任�

雲　
雀　
晴　
香

�

嶋　
田　
　
　
忍

�

北　
村　
美　
幸

�

北　
野　
史　
織

（
臨
時
）�

森　
川　
成　
美

（
臨
時
）�

西　
川　
吉　
子

■
総
務
部
付

�

〇
酒　
井　
茉　
衣

�

〇
今　
村　
麻　
由

（
嘱
託
）�

〇
南　
　
　
由
起
雄

■
全
農
出
向

係
長�

荒　
戸　
正　
喜

金
融
共
済
部

部
長�

〇
小　
室　
秀　
明

部
次
長�

〇
田　
鍋　
宏　
和

■
金
融
課

課
長�

虎　
谷　
　
　
薫

係
長�

林　
　
　
隆　
之

（
嘱
託
）（
事
務
指
導
）

�

〇
松　
本　
裕　
美

■
融
資
運
用
課

課
長（
ロ
ー
ン
営
業
セ
ン
タ
ー
長
兼
任
）

�

〇
村　
上　
和　
良

係
長
（
ロ
ー
ン
営
業
セ
ン
タ
ー
）

�

南　
　
　
翔
太
郎

係
長
（
ロ
ー
ン
営
業
セ
ン
タ
ー
）

�

　
○
加　
藤　
元　
起

係
長
（
投
資
信
託
担
当
）

�

○
浜　
本　
悠　
平 

�

宮　
田　
美
由
紀

■
共
済
課

課
長�

本　
田　
　
　
充

係
長�

飯　
田　
正　
洋

主
任
（
事
務
指
導
）�

�

○
櫻　
井　
翔　
太

�

林　
　
　
桃　
香

（
嘱
託
）�

折　
戸　
嘉　
弘

（
臨
時
）�

○
中　
農　
瑠　
夏

営
農
部

部
長�

山　
﨑　
志　
朗

■
営
農
販
売
課

課
長�
○
松　
田　
将　
史

係
長�
○
今　
村　
憲　
一

主
任�

○
奥　
　
　
啓　
祐

主
任�

松　
山　
拓　
貴

主
任�

廣　
瀬　
善　
久

主
任�

新　
村　
　
　
愛

�

松　
本　
真　
紀

�

渡　
辺　
保　
之

　
　
　
※
新
採
○
塚　
本　
輝　
大

（
嘱
託
）�

○
用　
川　
邦　
栄

■
営
農
企
画
課

課
長�

櫻　
井　
和　
幸

係
長
（
営
農
経
済
渉
外
）

�

兼　
保　
徹　
也

係
長
（
営
農
経
済
渉
外
）�

�

和
田
森　
友　
貴

（
嘱
託
）（
営
農
経
済
渉
外
）

�

○
川　
上　
勇　
人

経
済
部

部
長�

向　
田　
哲　
也

■
経
済
課

課
長�

○
前　
田　
　
　
一

調
査
役�

越　
坂　
尚　
美

係
長�

長　
　
　
裕
加
子

主
任�

古　
坊　
海　
杜

（
嘱
託
）（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
担
当
）

�

小　
泉　
全　
市

（
臨
時
）�

中　
村　
ち
え
み

津
幡
支
店

エリア統括支店長
中村　秀樹

支
店
長
代
理�

○
山　
村　
大　
介

支
店
長
代
理
（
渉
外
管
理
）

�

井　
上　
正　
輝

係
長（
複
合
渉
外
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

�

○
板　
坂　
和　
哉

主
任�

橋　
本　
和　
代

主
任（
複
合
渉
外
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）

�

中　
嶋　
　
　
宗

主
任�

○
得　
田　
万
智
子

主
任
（
複
合
渉
外
）

�

野　
村　
知　
世

主
任（
複
合
渉
外
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）

�

○
竹　
田　
翔　
太

（
複
合
渉
外
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）

�

○
東　
　
　
晃　
己

（
複
合
渉
外
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）　

�

𠮷　
川　
大　
貴

（
複
合
渉
外
）�

○
酒　
井　
海　
月

（
複
合
渉
外
）�

○
岡　
本　
拓　
郎

�

東　
谷　
和　
香

（
複
合
渉
外
）�

佐　
藤　
慎　
吾

（
複
合
渉
外
）�

矢　
鋪　
怜　
雅

令
和
八
年
度　
Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く　

組
織
と
職
員
一
覧
　
令
和
八
年
四
月
（
○
は
新
任
）
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の
運勢
5月 山羊座

12/22〜1/19

【全体運】ドキリとするようなことも丸く収まります。ポジティブ思考でいきましょう。遊びに行くのは大賛成。華やかな場所が吉
【健康運】気にし過ぎは禁物。胃に優しいものを食べて　　【幸運の食べ物】さんしょう

�

西　
田　
妃　
奈

（
複
合
渉
外
）

�
※
新
採
○
北　
本　
梨　
乃

�
※
新
採
○
長　
坂　
紗　
弥

（
臨
時
）�
濵　
田　
亜　
優

内
灘
支
店

支店長
吉田　　健

支
店
長
代
理�

○
布　
　
　
久　
純

�

　
〇
白　
畑　
歩　
花

�

髙　
瀬　
月　
菜

（
臨
時
）�

中　
村　
友　
香

津
幡
東
支
店

支店長
中嶋　友子

支
店
長
代
理�

山　
本　
裕　
介

主
任�

山　
内　
美　
季

�

　
〇
西　
尾　
佳
成
子

�

今　
井　
　
　
優

�

宮　
崎　
莉　
子

宇
ノ
気
支
店

エリア統括支店長
〇奥本　敏美

支
店
長
代
理�

安　
下　
哲　
也

支
店
長
代
理
（
渉
外
管
理
）

�

坂　
倉　
俊　
介

係
長（
複
合
渉
外
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

�

　
〇
尾　
村　
友
里
恵

係
長
（
複
合
渉
外
）

�
〇
松　
橋　
啓　
祐

主
任
（
複
合
渉
外
）

�
高　
森　
静　
香

主
任
（
複
合
渉
外
）

�

金　
木　
太
久
磨

主
任�

〇
端　
　
　
亜
里
紗

主
任（
複
合
渉
外
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）

�

真　
田　
拓　
弥

（
複
合
渉
外
）�

〇
水　
野　
貴　
仁

�

真　
居　
杏　
珠

（
複
合
渉
外
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）

�

〇
前　
田　
彩　
香

（
複
合
渉
外
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）

�

〇
表　
　
　
大　
樹

（
複
合
渉
外
）�

山　
本　
倫　
大

�

渡　
辺　
　
　
純

�

南　
　
　
瑠　
樺

（
複
合
渉
外
）

�

※
新
採
○
松　
田　
梨　
花

�

※
新
採
○
松　
本　
聖　
菜

（
嘱
託
）�

再
雇
用
〇
小
池
田　
　
　
巌

（
臨
時
）（
複
合
渉
外
）

�

石　
山　
佳　
之

（
臨
時
）�

山　
﨑　
愛　
莉

（
臨
時
）�※
新
採
〇
荒　
井　
さ
つ
き

高
松
支
店

支店長
〇櫻井　憲祐

支
店
長
代
理�

〇
西　
田　
好　
美

�

○
林　
　
　
美　
優

�

松　
﨑　
朱　
里

（
嘱
託
）�

中　
村　
晃　
子

（
臨
時
）�

北　
山　
　
　
瞳

■
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
ほ
く

店
長
（
課
長
待
遇
）

�

宮　
木　
隆　
志

主
任�

西　
田　
竜　
次

�

　
〇
寺　
岡　
滉　
希

（
臨
時
）�

気　
谷　
由　
里

■
配
送
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
調
査
役
）

（
嘱
託
）�

林　
　
　
茂　
則

■
農
機
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長（
自
動
車
セ
ン
タ
ー
長
兼
任
）

（
部
次
長
待
遇
）

�

谷　
川　
誠　
一

調
査
役�

北　
瀬　
　
　
登

副
調
査
役�

関　
口　
俊　
明

主
任�

酒　
井　
斉　
和

主
任�

西　
川　
晃　
平

�

北　
﨑　
　
　
隆

（
嘱
託
）�

端　
野　
寿　
彦

（
臨
時
）�

北　
川　
裕　
子

■
自
動
車
セ
ン
タ
ー�

副
調
査
役�

高　
橋　
裕　
治

（
臨
時
）�

中　
川　
美　
紀

■
給
油
所

所
長
（
副
調
査
役
）

�

〇
中　
村　
　
　
巧

�

　
〇
川
江　
　
裕
一
郎

（
嘱
託
）�

宮　
崎　
憲　
一

（
嘱
託
）�

中
條
屋　
幸　
彦

（
臨
時
）�

〇
田　
川　
路　
子

三
月
三
十
一
日
付
　
退
職
者
　

�

小
池
田　
　
　
巌

�

大
久
保　
祐　
希

�

竹　
田　
歩　
実

�

永　
瀬　
琴　
乃

�

片　
山　
裕　
美

�

森　
　
　
早　
智

�

長　
山　
由
貴
子

�

山　
岸　
康　
子

�

金　
木　
重　
之

�

金　
本　
春　
幸

�

山　
田　
正　
義



の
運勢
5月

12

水瓶座
1/20〜2/18

【全体運】停滞モードは次第に回復。下旬は勢いがあります。目立たず準備を進めて一気に打って出ましょう。めりはりが大切
【健康運】パズルやクイズで脳トレを。認知症予防にも　　【幸運の食べ物】クレソン

　
暖
か
く
な
り
、

ス
イ
セ
ン
や
桜
、

モ
ク
レ
ン
な
ど

様
々
な
花
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　
野
菜
に
は
、
「
花
が
咲・

か・

な・

い・

と・

食

べ
ら
れ
な
い
も
の
」
と
「
花
が
咲・

い・

た・

ら・

食
べ
ら
れ
な
い
も
の
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
野
菜
は
ど
ん

な
環
境
で
花
を
咲
か
す
の
か
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

〈
花
が
咲
か
な
い
と
食
べ
ら
れ
な
い
野

菜
〉

◎
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー　

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
植
え
て
か
ら
低

温
に
あ
う
と
花
が
で
き
ま
す
。
少
し
低

温
に
あ
う
だ
け
で
花
が
で
き
る
品
種
を

「
早
生
（
わ
せ
）
」
、
低
温
に
長
い
期

間
あ
わ
な
い
と
花
が
で
き
な
い
品
種
を

「
晩
生
（
お
く
て
）
」
と
言
い
ま
す
。

春
ま
き
で
は
、
定
植
後
ど
ん
ど
ん
暖
か

く
な
っ
て
い
く
の
で
、
早
生
品
種
を
植

え
ま
し
ょ
う
。

◎
枝
豆

　
ビ
ー
ル
の
お
供
と
し
て
欠
か
せ
な
い

枝
豆
。
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
枝

豆
は
大
豆
を
若
い
う
ち
に
収
穫
す
る
も

の
で
す
が
、
大
豆
は
日
が
短
く
な
る
と

花
を
作
る
植
物
で
す
。

　
近
年
、
枝
豆
用
の
甘
く
て
美
味
し
い

品
種
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
枝
豆

用
品
種
は
、
日
の
長
さ
に
あ
ま
り
影
響

を
受
け
な
い
「
早
生
」
が
多
く
、
最
も

食
べ
た
い
盛
夏
に
収
穫
で
き
る
よ
う
育

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
大
豆
と
し
て
収
穫
す
る
品
種

は
、
日
が
短
く
な
る
晩
夏
～
初
秋
に
花

が
で
き
る
「
晩
生
」
品
種
で
あ
り
、
収

量
を
重
視
し
て
育
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
晩
生
」
品
種
を
枝
豆
用
と
し
て
栽

培
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
ビ
ー
ル

の
美
味
し
い
時
期
に
は
ち
ょ
っ
と
間
に

合
わ
な
い
か
も
。

〈
花
が
咲
い
た
ら
食
べ
ら
れ
な
い
野

菜
〉

◎
タ
マ
ネ
ギ

　
タ
マ
ネ
ギ
は
肥
料
切
れ
し
た
時
に
花

（
ね
ぎ
坊
主
）
が
で
き
や
す
い
の
で
、

十
二
月
号
で
記
載
し
た
よ
う
に
、
二
月

上
旬
か
ら
三
月
二
十
日
頃
ま
で
、
肥
料

を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
二
週
間
ご
と
に

追
肥
し
ま
す
。
た
だ
し
、
最
後
の
追
肥

が
四
月
に
な
る
と
腐
り
や
す
く
な
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
日
が
長
く
な
る
と

花
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
春
～
初
夏
に
種
を
ま
く

場
合
は
、
日
の
長
さ
に
あ
ま
り
影
響
を

受
け
な
い
「
春
ま
き
用
」
の
品
種
を
ま

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
品
種
の
選
び
方
だ
け
で
は
な

く
、
水
や
肥
料
の
過
不
足
な
ど
、
ほ
う

れ
ん
草
は
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
と
花
が

咲
く
の
で
、
栽
培
管
理
も
大
切
で
す
。

◎
ハ
ク
サ
イ
、
ダ
イ
コ
ン

　
ハ
ク
サ
イ
や
ダ
イ
コ
ン
は
冬
～
春
の

低
温
に
あ
う
と
花
が
で
き
、
温
度
が
高

く
な
る
と
伸
び
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ハ
ク
サ
イ
を
春
に
栽
培

す
る
際
は
、
花
を
作
ら
な
い
よ
う
に
温

室
で
育
て
た
苗
を
定
植
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ダ
イ
コ
ン
を
春
に

ま
く
際
は
、
暖
か
く
な
っ
て
か
ら
（
五

月
以
降
）
種
ま
き
す
る
か
、
ま
い
て
か

ら
ト
ン
ネ
ル
を
す
る
な
ど
、
低
温
に
あ

わ
せ
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

　
と
は
い
え
、
私
は
収
穫
後
の
ハ
ク
サ

イ
か
ら
で
き
た
菜
花
（
写
真
２
）
を
春

先
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
の
で
、
わ
が

家
で
は
「
花・

が・

咲・

い・

て・

も・

食・

べ・

ら・

れ・

る・

」
野
菜
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

い
け
の
里さ
と

写真１　3月上旬のタマネギ

写真２　ハクサイの菜花

※
今
月
号
の
「
季
節
の
花
づ
く
り
」
は
、

　
都
合
に
よ
り
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
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の
運勢
5月 魚　座

2/19〜3/20

【全体運】良好運ですが後半は乱れがち。正確さが必要なことは早めに済ませてしまいましょう。前半は旅行も楽しめます
【健康運】新鮮な野菜や果物をたくさん食べてパワーアップ　　【幸運の食べ物】ナツミカン

　

クロスワード
クイズ頭の体操？

人のために、地域のために

●支店活性化委員から、こんにちは！●

　昨年の改選で津幡東支店活性化委員になった刈本俊雄です。
　私の住む越中坂地区では、８軒いた米農家が高齢化によって減り、
今は私ひとりで３町歩を耕作しています。このうち２町歩が令和５
年７月の豪雨災害で被害を受け、少しずつ復旧や設備投資を進め
てきましたが、今でも１町歩が作付けできない状態です。それで
も諦めず、自分が損をしても「食」は守っていかなければなりません。
　私は常 、々少しでも誰かの助けになればと思っています。作っ
た米の一部は「フードパントリー」を利
用して、生活困窮者などに送っています。
地域の雪かきも積極的に行い、小学校
や独居高齢者の家の周りはもちろん、
保育園の運動場には除雪車で迷路を作っ
たりと、誰かのため・地域のためになる
ことが喜びです。
　人生は“死ぬまで勉強”。新た
な出会いや情報を大切に、常に
前向きに支店活性化委員の仕事
に取り組んでいきます。
津幡東支店活性化委員
� 刈本　俊雄

P R E S ENT ３月号クイズ当選者

1　端午の節句に風呂の湯へ入れ
ます

2　変わると寝つけない人もいま
す

3　岩の多い海岸のこと
5　現在の元号です
6　アルファベットの14番目
8　安、実、宝に共通の部首
12　漢字では羊歯などと書く植物
13　車のこと。――ナビ
14　つくね、ハツ、砂肝といえば
15　キャッチャーともいいます
16　ゴルフクラブの種類のひとつ
17　童謡「ぶんぶんぶん」で飛ぶ
もの

19　ウサギの
ものは長
め

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

ヨコのカギ タテのカギ

◆応募方法　ハガキに①答え②住所・氏名・電話番号③本誌に対する
ご意見・身近な役立つ情報などをご記入の上、下記あて
先までご応募ください。正解者の中から抽選で５名の方
に1,000円分の商品券をプレゼントします。

◆あて先　　〒929-0326 津幡町字清水チ329
　　　　　　JA石川かほく「リバノス編集局」
◆応募締切　５月10日（消印有効）　　◆当選発表　リバノス７月号

〈答え〉チラシズシ

1　女性同士のきょうだい
4　トーシューズをはいて踊りま
す

7　風呂場でお湯をためるところ
9　太古から人間に飼われている
動物

10　表の反対側
11　端午の節句に――餅を食べた
13　日本三大祭りのひとつ、――
祭。東京で5月におこなわれ
ます

15　――ベース、アット――
16　釣り人がじっと見るもの
17　川を渡るためにかけます
18　そろそろ行かないと!　タイ
ム――だよ

20　Sが小ならMは
21　5月4日はの――日。 国民の
祝日です

西村知津子 さん
道井　明子 さん
永下　茂和 さん
村島　睦子 さん
中田　悦子 さん

Q

第14回 理事会だより 令和8年３月25日（水）開催

●審議事項
第１号議案　組織機構の改定について
第２号議案　業務分掌および職務権限表（職制規程）の改定について
第３号議案　令和８年度内部監査計画について
第４号議案　第32事業年度決算基本方針と決算見込みについて
第５号議案　理事と組合との契約承認（融資取引）について
第６号議案　理事に対する「貯金担保貸付金・共済担保貸付金」について
第７号議案　情報セキュリティにかかる関連規程類の改定について
第８号議案　信用手数料徴求規程の一部変更について
第９号議案　令和８年産米の出荷契約金、飼料用米前渡金の設定について
●報告検討事項
⑴　令和８年２月末事業実績について
⑵　高額な現金出金・振込時の警察への通報基準の設定について
⑶　貸出金利率表の改定について
⑷　信用事業規程第２の２⑴、ハに規定する貸付（地方公共団体等）

について
⑸　令和８年度育苗センター出荷計画について
⑹　令和７年分確定申告相談会の報告について
⑺　コンプライアンス関連事項の報告について
⑻　ゴールデンウィークの各事業所等の営業について
⑼　令和８年度職員の異動内示について
⑽　その他
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　大同生命SVリーグで活躍するPFUブルーキャッツ石川かほ
くの応援に「ほくの里」が駆け付けました。また、当JA経済部
は物販ブースを出店し、県内外から来場するお客さんに向けて
「ほくの里ブランド」の商品を揃えました。
　ブースには精米2㎏入りやパックご飯のほか、6次化商品の「河
北潟こまつなカレー」と、2月に発売された「かぼちゃカレー」
を特別価格で販売しました。来場者は「ほくの里」のデザインに
目を向けたり、商品の特長を尋ねるなど興味を示していました。
　小松市から来場した女性は「ご当地の商品をこの場で買えるの
は嬉しい。初めて買ったので食べるのが楽しみ」と喜びました。

河北潟こまつなカレーを購入する来場者

バレーボール×ほくの里　私の趣味は、

料理です。飲食

店の仕事に携わ

ったことをきっ

かけに、「食」

へのこだわりが

強くなりまし

た。美味しい食

事を作ること、

食べることが好きで、独学ではありますが色々勉強し挑戦して

きました。

　今は、金沢市内で娘と2人で居酒屋「おかん」を経営してい

ます。食べてくださった方が笑顔になる瞬間や、「美味しい」「ま

た食べたい」という言葉をかけてもらったときは嬉しく、私

自身の大きな励みになっています。

　これからは、地元産の食材をより積極的に取り入れた料理

を考えていきたいと思っています。地元食材の良さを引き出し、

少しでも多くの人に「食」の魅力を伝えていきます。

内灘町  谷口 育代さん

私 の 趣 味

第6回
JAグリーンかほく
こども絵画
コンクール
小学

１～2年生
の部

小学
3～4年生
の部

店長賞
小学

5～6年生
の部

最優秀賞
「たのしかったよ♬たけのこほり」

西岡　花

最優秀賞
「何個あってもたりないよ！

大崎すいか」
池川　結斗

優秀賞
「お米を作るおじいちゃん」

横井　誠士郎 「友だちといっしょにパク！」
上田　創太

最優秀賞
「農家さんの畑」
伊原　るり

優秀賞
「収穫」
石井　花

優秀賞
「やさいがだいすきなうさぎ♡」

虎谷　愛夏

入選作品の発表
　当JAで6回目となる「JAグリーンかほくこども絵画コンクール」が開催され、
今年は38作品の応募がありました。たくさんのご応募ありがとうございました。
　2 月中旬に審査が行われ、次の通り入選作品が決定しました。入選した 7 名
の皆さんは3月8日のJAグリーンかほく感謝祭にて表彰を受けました。
　今回応募いただいた作品は、JAグリーンかほくにて3月から5月下旬まで展
示していますので、ぜひご覧ください。
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レシピ提供●料理研究家　和田麻紀子

料理レシピ
募集

家族で楽しむおいしい一皿
春は苦味が食養生。春野菜でデトックス!

アスパラとホタテの炊き込みご飯

作り方
❶　米を研いでホタテ（大きければ食べやすい大きさにカット）とAを入れて軽く混
ぜ、2合の水加減で炊飯する。

❷　アスパラガスは根元を折り、下3cmをピーラーでむいて長さ1cmに切っておく。
❸　炊き上がったご飯にアスパラガスを入れて10分蒸らし、お好みでバターと黒こ
しょうを加えてよく混ぜて出来上がり。

（4人分）材　料

フレッシュなアスパラガスは後から入れて、蒸らし時間で火
を入れることで食感を楽しめます。ホタテは貝ひもが付いて
いるものの方が、だしがよく出ておいしく作れます。

ポイント

●水をかつおだしや昆布だしに替える
●焼きおにぎりにする

うま味たっぷり食材の春のごちそうご飯

米…………………… 2合
ベビーホタテ…… 100g
アスパラガス 1束（100g）

バター…………………5g
黒こしょう………… 適量

薄口しょうゆ… 大さじ2
酒……………… 大さじ1

塩……………… 2つまみ
A

　ご家庭で簡単にできる、地物・旬の食材を使ったレシピを募集
しています。
　投稿くださったレシピをリバノスやホームページで紹介したい
と思いますので、皆さんのご自慢料理を送ってくださいね！
　また、いろいろな食材の保存方法をご存知の方も、併せて募集
しています。
　たくさんのレシピをお待ちしております。

募集方法（封書でお送りください。）
１．住所、氏名、電話番号
２．料理名または食材名
３．レシピまたは保存方法
　 （簡単にお書きください。）
※１～５の事項を必ずご記入ください。

４．一言コメント
５．写真

宛先
〒929-0326
河北郡津幡町字清水チ329
JA石川かほくリバノス編集局
※レシピが多い場合は、リバノス編集局で
　選定させていただきます。

アレン
ジ

健
康
百
科

　
夏
は
暑
さ
で
体
を
動
か
す
機
会
が
減

り
、
冷
た
く
甘
い
食
べ
物
や
飲
み
物
を
取

る
こ
と
が
増
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ど
う

し
て
も
不
健
康
な
体
に
な
っ
た
り
、
体
重

が
増
え
た
り
し
が
ち
で
す
。
夏
の
体
形
管

理
の
ポ
イ
ン
ト
二
つ
を
押
さ
え
て
、
美
し

く
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

ポ
イ
ン
ト
①
　
む
く
み
予
防

　
む
く
み
は
皮
下
組
織
に
水
分
が
た
ま
っ

た
状
態
の
こ
と
で
す
。
人
間
は
体
内
の
塩

分
濃
度
を
一
定
に
保
と
う
と
す
る
た
め
、

塩
分
を
取
り
過
ぎ
る
と
塩
分
濃
度
を
調
整

し
よ
う
と
体
内
に
水
分
を
た
め
込
み
、
む

く
み
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
熱
中

症
予
防
な
ど
で
塩
分
を
小
ま
め
に
取
る
人

も
多
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り
汗
を
か
い
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
塩
分
を
必
要

以
上
に
取
り
過
ぎ
て
し
ま
う
と
む
く
み
に

つ
な
が
り
ま
す
。
血
液
や
リ
ン
パ
の
流
れ

が
滞
り
、
老
廃
物
が
排
出
さ
れ
に
く
く
な

る
こ
と
で
代
謝
の
低
下
を
招
き
、
体
形
管

理
の
妨
げ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
汗

を
大
量
に
か
い
た
と
き
だ
け
塩
分
を
適
量

補
給
し
、
通
常
の
水
分
補
給
は
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
で
は
な
く
水
や
麦
茶
に
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
余
分
な
ナ
ト
リ

ウ
ム
を
排
出
す
る
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
な
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ア
ボ
カ
ド
、
バ
ナ
ナ
、
海

藻
類
を
意
識
し
て
取
り
ま
し
ょ
う
。

■ 

ポ
イ
ン
ト
②
　
貧
血
予
防

　
貧
血
の
う
ち
夏
に
起
き
や
す
い
鉄
欠
乏

性
貧
血
は
、
血
液
中
の
鉄
分
が
少
な
く
な

り
、
酸
素
が
体
に
十
分
に
供
給
さ
れ
な
い

状
態
の
こ
と
で
す
。
夏
場
は
汗
と
と
も
に

鉄
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
失
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に

伴
う
食
欲
・
吸
収
力
低
下
に
よ
る
栄
養
不

足
で
貧
血
に
な
り
や
す
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

代
謝
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
太
り
や
す
く

な
る
場
合
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
貧
血
を
防
ぐ
た
め
に
、
鉄
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
食
品
を
積
極
的
に
取
り
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
鉄
は
主
に
肉
や
魚
な
ど
の
動

物
性
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る
ヘ
ム
鉄
と
、

野
菜・豆
な
ど
の
植
物
性
食
品
や
乳
製
品・

卵
な
ど
に
含
ま
れ
る
非
ヘ
ム
鉄
の
2
種

類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
非
ヘ
ム
鉄
は
吸
収

率
が
低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
松
菜
や

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
大
豆
製
品
な
ど
の
良
質

な
タ
ン
パ
ク
質
や
ビ
タ
ミ
ン
C
を
多
く

含
む
食
品
と
一

緒
に
取
る
こ
と

で
吸
収
率
が
高

ま
り
ま
す
。

夏
の
体
形
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

管
理
栄
養
士
・
フ
ー
ド
ス
タ
イ
リ
ス
ト　
大
槻
万
須
美
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お便りお便り
コーナーコーナー

�

石
本
よ
し
一 

選

題
「
散
」

● 

秀我
が
足
に
し
っ
か
り
し
ろ
よ
と
散
歩
す
る

�

中
川　
義
孝
（
領　
家
）

● 

佳
作

飼
い
犬
が
歩
幅
気
づ
か
う
散
歩
道

�

井
田　
宏
子
（
井
野
河
内
）

散
歩
道
土
筆
大
き
く
背
の
び
す
る

�

山
崎　
邦
夫
（
横　
浜
）

杉
花
粉
飛
散
に
マ
ス
ク
め
が
ね
ま
で

�

藤
沢　
充
子
（
瓜　
生
）

夫
婦
し
て
歩
調
合
わ
せ
る
散
歩
道

�

𠮷
田　
順
子
（
川　
尻
）

散
ら
し
寿
し
雛
か
ざ
り
に
も
お
す
そ
分
け

�

山
崎　
直
樹
（
上
矢
田
）

● 

入
選

目
に
見
え
ぬ
花
粉
の
飛
散
春
を
知
る

�

山
崎　
洋
子
（
横　
浜
）

散
る
雪
に
ピ
ン
ク
の
桜
待
ち
わ
び
る

�

北
川　
一
郎
（
八
ノ
谷
）

戦
争
で
散
り
ぢ
り
家
族
ウ
ク
ラ
イ
ナ

�

上
前
セ
ツ
子
（
白
帆
台
）

杉
花
粉
春
一
番
が
ま
き
散
ら
す

�
辻
田　
正
寿
（
領　
家
）

散
文
を
川
柳
に
よ
む
む
ず
か
し
さ

�

堂
川　
武
久
（
領　
家
）

草
花
に
春
の
足
音
散
歩
道

�

川
端　
春
美
（
狩
鹿
野
）

散
歩
に
と
出
か
け
た
先
は
カ
フ
ェ
店

�

鈴
木　
準
一
（
北
中
条
）

温
室
に
雨
を
知
ら
な
い
花
が
散
る

�

古
林　
照
子
（
長
柄
町
）

照
れ
く
さ
い
あ
な
た
と
歩
く
散
歩
道

�

池
田
ひ
ろ
み
（
夏　
栗
）

も
っ
た
い
な
い
解
散
選
挙
八
百
億

�

兼
保　
直
美
（
潟　
端
）

桜
道
散
り
始
め
で
も
最
高
だ

�

越
野　
　
香
（
二
ツ
屋
）

そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
こ
め
た
散
歩
道

�

山
田　
一
枝
（
東
荒
屋
）

散
ら
し
寿
し
配
食
優
れ
進
む
食

�

永
下　
茂
和
（
坂　
戸
）

散
る
桜
過
疎
の
村
に
は
宝
物

�

岡
井　
昭
江
（
二
ツ
屋
）

人
生
に
散
り
ぎ
は
あ
る
と
師
の
教
え

�

藏
本　
義
拡
（
横　
浜
）

人
の
世
に
美
し
く
散
る
む
ず
か
し
さ

�

前
山
優
美
子
（
太　
田
）

解
散
後
一
目
散
に
選
挙
区
へ

�

小
田　
和
子
（
兵　
庫
）

散
り
方
が
立
派
と
思
う
人
が
い
る

�

小
田　
慶
喜
（
兵　
庫
）

　　私のこれからの楽しみは、主人の作っ
たおいしい野菜です。特に好きな野菜はト
マトです。ふたり暮らしなのに20本～25
本作ります。大きなトマトを冷たくして食
べている時は本当においしい～。今年も早
く食べたいな。� 津幡町　東　眞佐枝
長い冬も終わり、暖かくなってきました。
すぐに厳しい暑さがやってきて、夏野菜が
美味しい時季になります。ご主人の愛情た
っぷりに育ったトマトを、暑い日に冷やし
て味わうのは、まさに夏のご褒美ですね。「お
いしい野菜」がたくさん実ることを願って
います。
　 　
　　健康に関心があり、リバノス掲載の“健
康百科”を毎回読んでいます。今後も内容

を充実させ、季節ごとの健康対策等を紹介
願います。� 津幡町　田川　俊範
健康百科では、冬は感染症、春は花粉症対
策など、その季節に必要な健康対策を紹介
しています。今月号は、これからの夏に向
けた体形管理について掲載しました。熱中
症対策としての塩分摂取も、汗の量によっ
ては摂りすぎになり「むくみ」につながる
とは驚きでした。原因と対策を知って、元
気に暑い夏を乗り切りましょう。
　 　
　　大海小学校みそ作り、昔は各家でつく
りました。作って食べたいですね。
� かほく市　杉角　美紀子
3月号では、大海小学校の「大海味噌」づ
くりについて掲載しました。味噌は日本人
にとって欠かせない大切な調味料です。市
販で買うことができる今の時代に、大豆の
栽培から味噌仕込みまでを体験できるのは
とても貴重ですね。手作りならではのやさ
しく温かみのある味わい、食べたくなります。
　 　
　　毎月の家庭菜園とても参考になります。
今月はニンジンの葉の付け根のところ、さ
っそく小皿に少し水を入れ、日の当たる窓
際に置き、葉芽の出てくるのを楽しみにし
ています。� かほく市　西村　早智子

3月号の「楽しもう家庭菜園」で最後に紹
介していた、ニンジンの葉の付け根ででき
るミニ観葉植物ですね。コンパクトで見た
目もかわいく、冬でも緑を楽しめます。「今
日はどれだけ葉が伸びたかな」と毎日見た
くなりますね。日々の小さな変化に癒され
ます。
　 　
　　3月3日、夕食にちらしずしを作り、刺
身を添えました。すると、学校でも、職場
でも「ちらしずしだったよ」って！
まっ、そうですよね。
� 津幡町　加藤　喜世美
3月号クロスワードの回答は「ちらしずし」。
同じ献立とは、季節行事の賑わいが感じら
れますね。学校の友達、職場仲間、家族など、
季節感のある食事はみんなで味わうことで
より美味しく、楽しくなります。刺身が添
えられた豪華なちらしずし、つい箸が進み
ますね。
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際
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れ
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い
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

評　
毎
日
の
散
歩
は
、
全
身
の
運
動
に
も
な
り
健
康
に

も
大
変
効
果
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
高
齢
化
社
会
の
老
人
で
は
、
転
ぶ

と
言
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
足
腰
と
相
談
し

な
が
ら
、無
理
の
な
い
散
歩
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
歩
く
距
離
や
歩
く
速
さ
も
大
切
な
こ
と
で
、
我
が

足
を
い
た
わ
り
な
が
ら
、
健
康
の
た
め
の
散
歩
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
長
生
き
の
散
歩
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　その他、たくさんのお便りが届いています。紙面
の都合上、全員の方のお便りを載せることができな
い場合もございます。ご了承下さい。実名で載せさ
せていただいておりますが、匿名希望の方は明記し
てください。お便りをお待ちしております。
<お便りのあて先>
〒929-0326　河北郡津幡町字清水チ329
� JA石川かほくリバノス編集局
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年/月 日 曜日 本店・支店
給油所 農機 

センター
自動車 

センター
配送 

センター
LPガス 

センター
JAグリーン 

かほく宇ノ気SS 津幡セルフSS

令和8年�
４月

25 土
休業

7：30~
19：30

7：00~
21：30

8：30~
17：30

休業 休業 休業

8：30~ 
18：30

26 日 8：00~
18：00

27 月
8：30~
17：30

7：30~
19：30

8：30~
17：30

8：30~
17：30

8：30~
17：30

28 火

29 水 休業 8：00~
18：00 休業 休業 休業

30 木
8：30~
17：30

7：30~
19：30

8：30~
17：30

8：30~
17：30

8：30~
17：30

令和8年�
５月

1 金

2 土

休業 8：00~
18：00 休業 休業 休業

3 日

4 月

5 火

6 水

LPガスセンターは289-3995または090-8262-9120にご連絡いただければ対応いたします。

■ 営業時間のご案内

ゴールデンウィークゴールデンウィークのの
営業時間営業時間についてについて

農機センター　TEL 288-4170

小型農業機械小型農業機械
無料点検 無料点検 
令和８年 ５月22日㊎
９：00 1̃5：00

開催場所 東部育苗センター前
（津幡カントリーエレベーター敷地内）

内　容 小型農業機械の無料点検
対象品 刈払機、小型防除機、チェンソー、溝切機等
注意事項 点検により修理・部品交換が必要な場合は

別途料金がかかります。


